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要旨	 幹細胞が幹細胞であり続けるためのシグナルは組織の中のニッチを形成

する細胞群から供給される。ショウジョウバエ生殖幹細胞は突起をニッチ細胞

内に陥入させてニッチリガンドに対する受容体を送り込みシグナルを受容する。

本セミナーでは、この突起を介してニッチと幹細胞のシグナルが如何に厳密に

その局在化をコントロールされているかを提唱する。 
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